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 事業概要 

TRMM/PR および GPM/DPR アルゴリズム次期メジャーバージョンアップに係るアルゴリズム開
発のため 2014 年〜2020 年の⻑期処理を実施する. 

 
参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/index_j.htm 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

TRMM/GPM レーダアルゴリズムは, ⽇⽶協⼒のもと NASA と共同で開発を⾏っている. そのため, 
⽇本側のアルゴリズム開発進捗は全体のスケジュールにも影響しかねない. とくにレベル 1 アルゴリ
ズムの開発および⻑期データの作成は最も上流にある⼯程であり, その作業は最優先される. その点, 
JSS2 では厳格な事業進捗管理, 緊急対応, 運⽤側によるきめ細かなユーザ対応等が徹底されており, 
JSS2 を使った⻑期処理は⾮常に有意である. ひいては, JSS2 なしでは達成し得ない事業と⾔える. 

 

 今年度の成果 

GPM DPR は 2020 年 7 ⽉に活発化した梅⾬前線に伴って発⽣した九州地⽅の線状降⽔帯の観測を
⾏うなど, 現在も観測を継続している. 2021 年度に予定されている TRMM PR と GPM DPR のメジ
ャーバージョンアップに向けたアルゴリズム開発のため, 2014〜2020 年までの⻑期試験処理を実施し
た.  

⻑期試験は, DPR レベル 1 アルゴリズムにおける移相器挿⼊損失の補正に係る改訂, 観測開始距離
の補正に係る改訂, DPR レベル 1 プロダクトを⼊⼒とする DPR レベル 2 アルゴリズムでの後⽅散乱
断⾯積(σ0)の再計算, それらを⽤いた降⽔強度推定アルゴリズムの改良などに利⽤された.  

プロダクト評価において, 既存のアルゴリズム(V06X)で推定した KuPR 単センサプロダクトの降⽔
強度(図 2:橙線)と, DPR ⼆周波プロダクトの降⽔強度(図 2:⻘線)に⼀部乖離があることがわかった. 

降水観測ミッション利用研究 
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これらは次期メジャーバージョンアップで改善されることが期待される. JSS2 では並列処理を実⾏す
ることにより処理時間が短縮され, 開発サイクルの加速につながった. 

 

 
図 1: 全球降⽔観測計画(GPM)⼆周波降⽔レーダ(DPR)が観測した 2020

年 7 ⽉ 5 ⽇ 12 時 40 分(⽇本時間)の梅⾬前線に伴う降⽔帯の鉛直構造 
 

 
図 2: TRMM PR と GPM DPR の⾼度 2km における降⽔強度の経年変化. 

熱帯(35N-35S)領域, 降⽔強度の閾値に係る条件なし平均で求めた⽉積算
量. ⿊線:TRMM PR, 緑線:GPM DPR ⼆周波プロダクト(V06A), ⻘

線:GPM DPR ⼆周波プロダクト(V06X), 橙線:GPM KuPR プロダクト
(V06X). 
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 JSS 利用状況 

 計算情報 
 

 
  

プロセス並列⼿法 ⾮該当 
スレッド並列⼿法 ⾮該当 
プロセス並列数 1 
１ケースあたりの経過時間 24 時間 
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 JSS2 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.05 
 

     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 0.00 0.00 
SORA-PP 13,324.66 0.10 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 60.40 0.06 
/data 71,147.32 1.37 
/ltmp 10,904.95 0.93 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 26.10 0.86 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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 JSS3 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)： 0.05 
 
     
内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

TOKI-SORA 0.00 0.00 
TOKI-RURI 199.37 0.00 

TOKI-TRURI 0.00 0.00 
 

ファイルシステム資源 
ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 

/home 19.87 0.01 
/data 70,880.29 0.19 
/ssd 103.31 0.05 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 26.10 0.86 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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